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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された現在のフレームの映像データの階調レベルをピクセル別に分析した後、分析
された映像データの階調レベルを用いて、前記映像データのＲＧＢ輝度値を検出して、前
記各ピクセルのＲＧＢ輝度値の中から最大輝度値を算出するための輝度検出部；
　前記輝度検出部によって検出された前記最大輝度値を全部加算するための加算部；
　前記加算部によって加算された前記最大輝度値の加算値を用いて、表示画面のピクセル
総数で除算して、その除算値を現在のフレームの平均輝度値として算出するための平均値
算出部；
　前記平均値算出部により算出された現在のフレームの平均輝度値と所定の基準輝度値と
を比較してその比較結果に応じてガンマ基準電圧加重値を読み出すためのガンマ加重値読
出部；及び
　前記ガンマ加重値読出部によって読み出された前記ガンマ基準電圧加重値に応じて、ガ
ンマ基準電圧を段階的に変化させるためのガンマ基準電圧発生部；
　を含み、
　前記ガンマ加重値読出部は、ガンマ基準電圧を保持させるガンマ基準電圧保持加重値、
段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧増加加重値、及び段階的に減
少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧減少加重値が設定された所定のルックア
ップテーブルを格納し、前記現在のフレームの平均輝度値と前記所定の基準輝度値とを比
べて、その比較結果に応じて、前記所定のルックアップテーブルに設定されたガンマ基準
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電圧保持加重値、前記ガンマ基準電圧増加加重値、及び前記ガンマ基準電圧減少加重値を
読み出して、前記ガンマ基準電圧発生部に供給する
　ことを特徴とする有機発光ダイオード表示装置。
【請求項２】
　前記ガンマ加重値読出部は、前記現在のフレームの平均輝度値と前記所定の基準輝度値
とが同一である場合には、前記ガンマ基準電圧保持加重値を前記所定のルックアップテー
ブルから読み出すことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項３】
　前記ガンマ基準電圧発生部は、前記ガンマ基準電圧保持加重値に応じて、現在供給され
るガンマ基準電圧のレベルを保持させることを特徴とする請求項２に記載の有機発光ダイ
オード表示装置。
【請求項４】
　前記ガンマ加重値読出部は、前記現在のフレームの平均輝度値が前記所定の基準輝度値
より大きい場合には、段階的に減少されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧減
少加重値の中から、前記現在フレームの平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧
減少加重値を、前記所定のルックアップテーブルから読み出すことを特徴とする請求項１
に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項５】
　前記ガンマ基準電圧発生部は、段階的に減少されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ
基準電圧減少加重値の中から、前記ガンマ加重値読出部によって読み出されたガンマ基準
電圧減少加重値に応じて供給されるガンマ基準電圧を、段階的に減少させることを特徴と
する請求項４に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項６】
　前記ガンマ加重値読出部は、前記現在のフレームの平均輝度値が前記所定の基準輝度値
より小さい場合には、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧増
加加重値の中から、算出された前記平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧増加
加重値を、前記所定のルックアップテーブルから読み出すことを特徴とする請求項１に記
載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項７】
　前記ガンマ基準電圧発生部は、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ
基準電圧増加加重値の中から、前記ガンマ加重値読出部によって読み出されたガンマ基準
電圧増加加重値に応じて供給されるガンマ基準電圧を、段階的に増加させることを特徴と
する請求項６に記載の有機発光ダイオード表示装置。
【請求項８】
　前記ガンマ基準電圧発生部から段階的に可変して供給されるガンマ基準電圧を基準とし
て変換されたアナログデータ電圧を段階的に変換して表示パネル上のデータラインに供給
するためのデータ駆動部を更に備え、前記輝度検出部、前記加算部、前記平均値算出部及
び前記ガンマ加重値読出部は、前記データ駆動部の駆動タイミングを制御するタイミング
コントローラ内に内蔵されることを特徴とする請求項１に記載の有機発光ダイオード表示
装置。
【請求項９】
　入力された現在のフレームの映像データの階調レベルをピクセル別に分析した後、分析
された映像データの階調レベルを用いて、前記映像データの輝度値を検出して、前記各ピ
クセルのＲＧＢ輝度値の中から最大輝度値を算出する段階；
　前記最大輝度値を全部加算して、前記最大輝度値の加算値を算出する段階；
　前記最大輝度値の加算値を表示画面のピクセル総数で除算して、その除算値を現在のフ
レームの平均輝度値として算出する段階；
　前記現在のフレームの平均輝度値と所定の基準輝度値とを比較してその比較結果に応じ
てガンマ基準電圧加重値を読み出す段階；及び
　前記ガンマ基準電圧加重値に応じて、ガンマ基準電圧を段階的に変化させる段階；
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　を含み、
　前記ガンマ基準電圧加重値を読み出す段階は、ガンマ基準電圧を保持させるガンマ基準
電圧保持加重値、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧増加加重値
、及び段階的に減少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧減少加重値が設定され
た所定のルックアップテーブルから読み出し、前記現在のフレームの平均輝度値と前記所
定の基準輝度値とを比べて、その比較結果に応じて、前記所定のルックアップテーブルに
設定されたガンマ基準電圧保持加重値、前記ガンマ基準電圧増加加重値、及び前記ガンマ
基準電圧減少加重値を読み出す
　ことを特徴とする有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記ガンマ基準電圧加重値を読み出す段階は、
　前記現在のフレームの平均輝度値と前記所定の基準輝度値とが同一である場合には、前
記ガンマ基準電圧保持加重値を前記所定のルックアップテーブルから読み出すことを特徴
とする請求項９に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記ガンマ基準電圧を段階的に変化させる段階は、
　前記ガンマ基準電圧保持加重値に応じて、現在供給されるガンマ基準電圧のレベルを保
持させることを特徴とする請求項１０に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記ガンマ基準電圧加重値を読み出す段階は、
　前記現在のフレームの平均輝度値が前記所定の基準輝度値より大きい場合には、段階的
に減少されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧減少加重値の中から、前記現在
フレームの平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧減少加重値を、前記所定のル
ックアップテーブルから読み出すことを特徴とする請求項９に記載の有機発光ダイオード
表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記ガンマ基準電圧を段階的に変化させる段階は、
　段階的に減少されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧減少加重値の中から、
読み出されたガンマ基準電圧減少加重値に応じて供給されるガンマ基準電圧を、段階的に
減少させることを特徴とする請求項１２に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法
。
【請求項１４】
　前記ガンマ基準電圧加重値を読み出す段階は、
　前記現在のフレームの平均輝度値が前記所定の基準輝度値より小さい場合には、段階的
に増加されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧増加加重値の中から、前記平均
輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧増加加重値を、前記所定のルックアップテー
ブルから読み出すことを特徴とする請求項９に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動
方法。
【請求項１５】
　前記ガンマ基準電圧を段階的に変化させる段階は、
　段階的に増加されるガンマ基準電圧を有する前記ガンマ基準電圧増加加重値の中から、
読み出されたガンマ基準電圧増加加重値に応じて供給されるガンマ基準電圧を、段階的に
増加させることを特徴とする請求項１４に記載の有機発光ダイオード表示装置の駆動方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ダイオード表示装置に関し、特に、現在のフレームの映像の明るさ
に応じて、ガンマ基準電圧を段階的に可変させることのできる有機発光ダイオード表示装
置及びその駆動方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
少できる各種の平板表示装置が開発されている。このような平板表示装置としては、液晶
表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及びエレクトロ－ルミネセンス（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉ
ｎｅｓｃｅｎｃｅ：以下、「ＥＬ」という）表示装置等がある。
【０００３】
　このうち、ＥＬ表示装置は、電子と正孔との再結合により蛍光体を発光させる自発光装
置として、その蛍光体に無機化合物を使用する無機ＥＬと、有機化合物を使用する有機Ｅ
Ｌとに大別される。このようなＥＬ表示装置は、低電圧駆動、自己発光、薄膜形、広視野
角、速い応答速度及び高コントラスト比等の多くの利点を有しているため、次世代表示装
置として注目を浴びている。
【０００４】
　有機ＥＬ表示装置は、通常、陰極と陽極との間に積層された電子注入層、電子輸送層、
発光層、正孔輸送層、正孔注入層で構成される。このような有機ＥＬ表示装置においては
、陽極と陰極との間に所定の電圧を印加する場合、陰極から発生された電子が電子注入層
及び電子輸送層を通じて発光層側に移動し、陽極から発生された正孔が正孔注入層及び正
孔輸送層を通じて発光層側に移動する。これに従って、発光層においては、電子輸送層と
正孔輸送層から供給された電子と正孔とが再結合することにより、光を放出するようにな
る。
【０００５】
　このような有機ＥＬを用いる一般的な有機発光ダイオード表示装置に形成された各ピク
セルの回路構成について、図１を参照して説明する。
【０００６】
　図１は、一般的な有機発光ダイオード表示装置を構成するピクセルの等価回路図である
。
【０００７】
　図１において、有機発光ダイオード表示装置の各ピクセルは、ゲートラインＧＬを通じ
て供給されるスキャンパルスによってターンオンされて、データラインＤＬを通じて供給
されるデータ電圧をスイッチングさせるためのスイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１と、スイ
ッチトランジスタＳ＿ＴＲ１を通じて供給されるデータ電圧を充電するためのストレージ
キャパシタＣｓｔと、高電位電源電圧ＶＤＤが印加された電源段から供給される駆動電流
によってターンオンされて発光する有機発光ダイオードＯＬＥＤと、スイッチトランジス
タＳ＿ＴＲ１を通じて供給されるデータ電圧、あるいはストレージキャパシタＣｓｔの充
電電圧によってターンオンされて有機発光ダイオードＯＬＥＤを駆動させるための駆動ト
ランジスタＤ＿ＴＲ１と、を備えている。
【０００８】
　スイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１は、ゲートラインＧＬに接続されたゲート、データラ
インＤＬに接続されたドレイン、ストレージキャパシタＣｓｔと駆動トランジスタＤ＿Ｔ
Ｒ１のゲートとに共通接続されたソース、を有するＮＭＯＳトランジスタである。このよ
うなスイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１は、ゲートラインＧＬを通じて供給されるスキャン
パルスによってターンオンされて、データラインＤＬを通じて供給されるデータ電圧を、
ストレージキャパシタＣｓｔと駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１のゲートとに供給する。
【０００９】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、一側がスイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１と駆動トラン
ジスタＤ＿ＴＲ１のゲートに共通接続され、他側が接地に接続されて、スイッチトランジ
スタＳ＿ＴＲ１を通じて供給されるデータ電圧によって充電される。このようなストレー
ジキャパシタＣｓｔは、スイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１を通じて供給されているデータ
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電圧が駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１のゲートに印加されない時点から、自身の充電電圧を
放電して、駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１のゲート電圧をホルディングする。従って、駆動
トランジスタＤ＿ＴＲ１は、スイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１を通じて供給されるデータ
電圧の供給が中断されても、ストレージキャパシタＣｓｔによるホルディング期間の間は
、ストレージキャパシタＣｓｔの充電電圧によってターンオン状態を保持する。ここで、
データ電圧が駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１のゲートに印加されない時点は、駆動トランジ
スタＤ＿ＴＲ１のゲート電圧が低くなる時点である。
【００１０】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、高電位電源電圧ＶＤＤが印加された電源段に接続され
たアノードと、駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１のドレインに接続されたキャソードとを有す
る。
【００１１】
　駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１は、スイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１のソースとスイッチ
トランジスタＳ＿ＴＲ１とに共通接続されたゲート、有機発光ダイオードＯＬＥＤのキャ
ソードに接続されたドレイン、接地に接続されたソース、を有するＮＭＯＳトランジスタ
である。このような駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１は、スイッチトランジスタＳ＿ＴＲ１を
通じてゲートに供給されるデータ電圧、またはゲートに供給されるスイッチトランジスタ
Ｓ＿ＴＲ１の充電電圧によってターンオンされて、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる
駆動電流を接地にスイッチングさせる。これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、高
電位電源電圧ＶＤＤによって発生される駆動電流により発光する。
【００１２】
　このような等価回路を有するピクセルを備える従来の有機発光ダイオード表示装置は、
システムから入力された現在のフレームの映像データを分析して、図２Ａ、図２Ｂのよう
な映像の明るさに応じて有機発光ダイオードＯＬＥＤと駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１とを
駆動させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従来の有機発光ダイオード表示装置は、図２Ａに示すように、システムから入力された
現在のフレームの映像が暗い映像であるか、部分的に暗い映像である場合には、所定のピ
ーク（Ｐｅａｋ）輝度を発生するように、有機発光ダイオードＯＬＥＤと駆動トランジス
タＤ＿ＴＲ１とを駆動させるので、有機発光ダイオードＯＬＥＤと駆動トランジスタＤ＿
ＴＲ１とにダメージ（Ｄａｍａｇｅ）を与えるという課題があった。
【００１４】
　更に、従来の有機発光ダイオード表示装置は、図２Ｂに示すように、システムから入力
された現在のフレームの映像が明るい映像である場合には、所定の最低輝度を発生するよ
うに、有機発光ダイオードＯＬＥＤと駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１とを駆動させるので、
有機発光ダイオードＯＬＥＤと駆動トランジスタＤ＿ＴＲ１とにダメージ（Ｄａｍａｇｅ
）を与えるという課題があった。
【００１５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、
現在のフレームの映像の明るさに応じてガンマ基準電圧を段階的に可変させることのでき
る有機発光ダイオード表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【００１６】
　また、本発明の目的は、現在のフレームの映像の明るさに応じてガンマ基準電圧を段階
的に可変させることによって、有機発光ダイオードとその駆動トランジスタに与えるダメ
ージを減少させることのできる有機発光ダイオード表示装置及びその駆動方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
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　本発明に係る有機発光ダイオード表示装置は、入力された現在のフレームの映像データ
の階調レベルをピクセル別に分析した後、分析された映像データの階調レベルを用いて、
前記映像データのＲＧＢ輝度値を検出して、前記各ピクセルのＲＧＢ輝度値の中から最大
輝度値を算出するための輝度検出部；前記輝度検出部によって検出された前記最大輝度値
を全部加算するための加算部；前記加算部によって加算された前記最大輝度値の加算値を
用いて、表示画面のピクセル総数で除算して、その除算値を現在のフレームの平均輝度値
として算出するための平均値算出部；前記平均値算出部により算出された現在のフレーム
の平均輝度値と所定の基準輝度値とを比較してその比較結果に応じてガンマ基準電圧加重
値を読み出すためのガンマ加重値読出部；及び前記ガンマ加重値読出部によって読み出さ
れた前記ガンマ基準電圧加重値に応じて、ガンマ基準電圧を段階的に変化させるためのガ
ンマ基準電圧発生部；を含み、前記ガンマ加重値読出部は、ガンマ基準電圧を保持させる
ガンマ基準電圧保持加重値、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧
増加加重値、及び段階的に減少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧減少加重値
が設定された所定のルックアップテーブルを格納し、前記現在のフレームの平均輝度値と
前記所定の基準輝度値とを比べて、その比較結果に応じて、前記所定のルックアップテー
ブルに設定されたガンマ基準電圧保持加重値、前記ガンマ基準電圧増加加重値、及び前記
ガンマ基準電圧減少加重値を読み出して、前記ガンマ基準電圧発生部に供給することを特
徴とする。
【００１８】
　また、本発明に係る有機発光ダイオード表示装置の駆動方法は、入力された現在のフレ
ームの映像データの階調レベルをピクセル別に分析した後、分析された映像データの階調
レベルを用いて、前記映像データの輝度値を検出して、前記各ピクセルのＲＧＢ輝度値の
中から最大輝度値を算出する段階；前記最大輝度値を全部加算して、前記最大輝度値の加
算値を算出する段階；前記最大輝度値の加算値を表示画面のピクセル総数で除算して、そ
の除算値を現在のフレームの平均輝度値として算出する段階；前記現在のフレームの平均
輝度値と所定の基準輝度値とを比較してその比較結果に応じてガンマ基準電圧加重値を読
み出す段階；及び前記ガンマ基準電圧加重値に応じて、ガンマ基準電圧を段階的に変化さ
せる段階；を含み、前記ガンマ基準電圧加重値を読み出す段階は、ガンマ基準電圧を保持
させるガンマ基準電圧保持加重値、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基
準電圧増加加重値、及び段階的に減少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧減少
加重値が設定された所定のルックアップテーブルから読み出し、前記現在のフレームの平
均輝度値と前記所定の基準輝度値とを比べて、その比較結果に応じて、前記所定のルック
アップテーブルに設定されたガンマ基準電圧保持加重値、前記ガンマ基準電圧増加加重値
、及び前記ガンマ基準電圧減少加重値を読み出すことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る有機発光ダイオード表示装置及びその駆動方法によれば、システムから入
力された現在のフレームの映像の明るさに応じてガンマ基準電圧を段階的に可変させるこ
とによって、有機発光ダイオードとその駆動トランジスタに与えるダメージを減少させる
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　実施の形態１．
　以下、添付の図面を参照して、本発明の好ましい実施の形態について詳細に説明する。
【００２１】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る有機発光ダイオード表示装置の構成図である。
【００２２】
　図３において、本発明の有機発光ダイオード表示装置１００は、表示パネル１１０、タ
イミングコントローラ１２０、ガンマ基準電圧発生部１３０、データ駆動部１４０、及び
ゲート駆動部１５０を備える。ここで、タイミングコントローラ１２０は、システムから
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入力された現在のフレームの映像データの駆動タイミングを制御すると共に、現在のフレ
ームの映像の明るさに応じて、ガンマ基準電圧を可変制御する。ガンマ基準電圧発生部１
３０は、タイミングコントローラ１２０から出力されたガンマ基準電圧加重値に応じて、
ガンマ基準電圧を段階的に可変して供給する。データ駆動部１４０は、タイミングコント
ローラ１２０からのデータ駆動制御信号ＤＤＣに応じて、ガンマ基準電圧発生部１３０か
ら段階的に可変して供給されるガンマ基準電圧を基準として、タイミングコントローラ１
２０から出力されたデジタルデータを、アナログデータ電圧に変換して複数のデータライ
ンＤＬ１～ＤＬｍに供給する。ゲート駆動部１５０は、タイミングコントローラ１２０か
らのゲート駆動制御信号に応じて、スキャンパルスをゲートラインＧＬ１～ＧＬｎに順次
供給する。
【００２３】
　表示パネル１１０には、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍとゲートラインＧＬ１～Ｇ
Ｌｎとが直交するように交差して形成される。この交差部には、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤを含むピクセルが形成され、ピクセルには、前述の図１に示すような等価回路が形成
される。
【００２４】
　タイミングコントローラ１２０は、テレビ受像機またはコンピュータ用モニタ等のシス
テムから映像データの入力を受けて、デジタルデータをデータ駆動部１４０に供給すると
共に、このデータの駆動を制御する。このために、タイミングコントローラ１２０は、シ
ステムからのクロック信号ＣＬＫに応じて、システムからの水平／垂直同期信号Ｈ、Ｖを
用いて、データ駆動制御信号ＤＤＣ及びゲート駆動制御信号ＧＤＣを発生する。このよう
に発生されたデータ駆動制御信号ＤＤＣは、データ駆動部１４０に供給され、ゲート駆動
制御信号ＧＤＣは、ゲート駆動部１５０に供給される。ここで、データ駆動制御信号ＤＤ
Ｃは、ソースシフトクロックＳＳＣ、ソーススタートパルスＳＳＰ及びソース出力イネー
ブル信号ＳＯＥからなる。また、ゲート駆動制御信号ＧＤＣは、ゲートスタートパルスＧ
ＳＰ及びゲート出力イネーブル信号ＧＯＥ等を含む。
【００２５】
　また、タイミングコントローラ１２０は、入力された現在のフレームの映像データを用
いて各ピクセルのＲＧＢ輝度値を検出し、検出したＲＧＢ輝度値の中から各ピクセルの最
大輝度値を算出する。タイミングコントローラ１２０は、算出された各ピクセルの最大輝
度値を全部加算した後、この加算値を用いて現在のフレームの平均輝度値を算出する。タ
イミングコントローラ１２０は、所定のルックアップテーブルに設定された所定のガンマ
基準電圧加重値の中から算出された平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧加重
値を、算出してガンマ基準電圧発生部１３０に供給する。ここで、所定のルックアップテ
ーブルには、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧加重値、段階的
に減少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電圧加重値、及び増減されないガンマ基
準電圧加重値が設定される。例えば、所定のガンマ基準電圧加重値のうち、１つのガンマ
基準電圧加重値は、５．１Ｖから５．９Ｖまで、０．１Ｖずつ段階的に増加されるガンマ
基準電圧（５．１Ｖ～５．９Ｖ）である。また、所定のガンマ基準電圧加重値のうち、１
つのガンマ基準電圧加重値は、７．９Ｖから７．１Ｖまで、０．１Ｖずつ段階的に減少さ
れるガンマ基準電圧（７．９Ｖ～７．１Ｖ）である。
【００２６】
　ガンマ基準電圧発生部１３０は、タイミングコントローラ１２０からガンマ基準電圧加
重値が供給されると、このガンマ基準電圧加重値に応じてデータ駆動部１４０に供給され
るガンマ基準電圧を段階的に可変させる。
【００２７】
　例えば、現在のフレームの映像が明るい映像である場合、図４Ａに示すように、ガンマ
基準電圧発生部１３０は、ガンマ基準電圧加重値に応じて、高いガンマ基準電圧ＧＶ２を
段階的に低いガンマ基準電圧ＧＶ１に減少させる。この場合、輝度は、段階的に減少され
たガンマ基準電圧に比例して、段階的に減少される。
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【００２８】
　仮に、現在のフレームの映像が暗い映像である場合、図４Ｂに示すように、ガンマ基準
電圧発生部１３０は、ガンマ基準電圧加重値に応じて、低いガンマ基準電圧ＧＶ１を、段
階的に高いガンマ基準電圧ＧＶ２に増加させる。この場合、輝度は、段階的に増加された
ガンマ基準電圧に比例して、段階的に増加される。
【００２９】
　データ駆動部１４０は、タイミングコントローラ１２０から供給されるデータ駆動制御
信号ＤＤＣに応じて、タイミングコントローラ１２０からのデジタルデータを、アナログ
データ電圧に変換してデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。ここで、データ駆動部１
４０は、ガンマ基準電圧発生部１３０から段階的に可変して供給されるガンマ基準電圧を
基準として変換されたアナログデータ電圧を、段階的に増加あるいは減少させて、複数の
データラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。
【００３０】
　一例として、ガンマ基準電圧発生部１３０から供給されるガンマ基準電圧が段階的に増
加されると、データ駆動部１４０は、段階的に増加されるガンマ基準電圧に応じて変換さ
れたアナログデータ電圧を段階的に増加させて、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供
給する。
【００３１】
　他の例として、ガンマ基準電圧発生部１３０から供給されるガンマ基準電圧が段階的に
減少されると、データ駆動部１４０は、段階的に減少されるガンマ基準電圧に応じて変換
されたアナログデータ電圧を段階的に減少させて、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに
供給する。
【００３２】
　また、他の例として、ガンマ基準電圧発生部１３０から供給されるガンマ基準電圧が可
変されない場合には、データ駆動部１４０は、一定のガンマ基準電圧に応じて変換された
アナログデータ電圧を、可変せずに複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。
【００３３】
　ゲート駆動部１５０は、タイミングコントローラ１２０から供給されるゲート駆動制御
信号ＧＤＣとゲートシフトクロックＧＳＣとに応じて、スキャンパルスをゲートラインＧ
Ｌ１～ＧＬｎに順次供給する。
【００３４】
　図５は、図３内のタイミングコントローラを示すブロック構成図である。
【００３５】
　図５において、タイミングコントローラ１２０は、輝度検出部１２１、加算部１２２、
平均値算出部１２３、ガンマ加重値読出部１２４、及びガンマ加重値供給部１２５を備え
ている。ここで、輝度検出部１２１は、入力された現在のフレームの映像データを用いて
各ピクセルの輝度値を検出し、検出した輝度値の中から各ピクセルの最大輝度値を算出す
る。加算部１２２は、輝度検出部１２１によって検出された各ピクセルの最大輝度値を全
部加算する。平均値算出部１２３は、加算部１２２によって加算された最大輝度値の加算
値を用いて、現在のフレームの平均輝度値を算出する。ガンマ加重値読出部１２４は、所
定のガンマ基準電圧加重値の中から算出された平均輝度値に対応して設定されたガンマ基
準電圧加重値を読み出す。ガンマ加重値供給部１２５は、ガンマ加重値読出部１２４によ
って読み出されたガンマ基準電圧加重値を、ガンマ基準電圧発生部１３０に供給する。
【００３６】
　輝度検出部１２１は、システムから入力された現在のフレームの映像データの階調レベ
ルをピクセル別に分析した後、分析された映像データの階調レベルを用いて各ピクセルの
ＲＧＢ輝度値を検出する。ここで、映像データがＲＧＢデータである場合には、輝度検出
部１２１は各ピクセルのＲＧＢデータの階調レベルを分析した後、分析されたＲＧＢデー
タの階調レベルを用いて各ピクセルのＲＧＢ輝度値を検出する。このように輝度値が検出
されると、輝度検出部１２１は、各ピクセルのＲＧＢ輝度値の中から最大輝度値を算出し
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て、各ピクセルの最大輝度値を加算部１２２に出力する。
【００３７】
　加算部１２２は、輝度検出部１２１によって検出された各ピクセルの最大輝度値を全部
加算して、最大輝度値の加算値を平均値算出部１２３に出力する
【００３８】
　平均値算出部１２３は、加算部１２２から入力された最大輝度値の加算値を表示画面の
ピクセル総数で除算して、その除算値を現在のフレームの平均輝度値として算出してガン
マ加重値読出部１２４に出力する。ここで、現在のフレームの平均輝度値は、各ピクセル
の平均輝度値である。
【００３９】
　ガンマ加重値読出部１２４は、平均値算出部１２３によって算出された現在のフレーム
の平均輝度値と所定の基準輝度値とを比べて、その比較結果に応じて、所定のルックアッ
プテーブルに設定されたガンマ基準電圧加重値を算出する。
【００４０】
　比較結果に応じて算出された現在のフレームの平均輝度値と所定の基準輝度値とが同一
である場合には、ガンマ加重値読出部１２４は、現在のガンマ基準電圧を保持させるガン
マ基準電圧加重値を、所定のルックアップテーブルから読み出す。
【００４１】
　比較結果に応じて算出された現在のフレームの平均輝度値が所定の基準輝度値より大き
い場合には、ガンマ加重値読出部１２４は、所定のルックアップテーブルに設定されたガ
ンマ基準電圧加重値の中から、段階的に減少されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電
圧加重値を参照して、算出された平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧加重値
を算出する。この際、算出されたガンマ基準電圧加重値は、段階的に減少されるガンマ基
準電圧として、明るい映像において輝度を段階的に減少させるように、ガンマ基準電圧を
段階的に減少させることに用いられる。
　このように、本発明の実施の形態１によれば、明るい映像において、ガンマ基準電圧加
重値に応じて段階的にガンマ基準電圧を減少させることによって、有機発光ダイオードと
その駆動トランジスタに与えるダメージを減少させることができる。
【００４２】
　比較結果に応じて算出された現在のフレームの平均輝度値が所定の基準輝度値より小さ
い場合には、ガンマ加重値読出部１２４は、所定のルックアップテーブルに設定されたガ
ンマ基準電圧加重値の中から、段階的に増加されるガンマ基準電圧を有するガンマ基準電
圧加重値を参照して、算出された平均輝度値に対応して設定されたガンマ基準電圧加重値
を算出する。この際、算出されたガンマ基準電圧加重値は、段階的に増加されるガンマ基
準電圧として、暗い映像において輝度を段階的に増加させるように、ガンマ基準電圧を段
階的に増加させることに用いられる。
【００４３】
　ガンマ加重値供給部１２５は、ガンマ加重値読出部１２４によって算出されたガンマ基
準電圧加重値を、ガンマ基準電圧発生部１３０に供給する。
【００４４】
　以上のように、本発明の実施の形態１によれば、システムから入力された現在のフレー
ムの映像の明るさに応じて、ガンマ基準電圧を段階的に可変させることにより、有機発光
ダイオードとその駆動トランジスタとに与えるダメージを減少させることができる。
【００４５】
　本発明の技術思想は、上記実施の形態１によって具体的に技術されたが、上記実施の形
態１は、本発明の技術思想の説明のためのものであり、本発明の技術思想を制限するもの
ではないことに注意すべきである。更に、本発明の技術分野においての通常の専門家であ
れは、本発明の技術思想の範囲で多様な実施の形態が可能であるということが分かるはず
である。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】一般的な有機発光ダイオード表示装置を構成するピクセルの等価回路図である。
【図２Ａ】一般的な有機発光ダイオード表示装置に示される映像の特性図である。
【図２Ｂ】一般的な有機発光ダイオード表示装置に示される映像の特性図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る有機発光ダイオード表示装置を示すブロック構成図
である。
【図４Ａ】本発明の実施の形態１に係る有機発光ダイオード表示装置の駆動特性図である
。
【図４Ｂ】本発明の実施の形態１に係る有機発光ダイオード表示装置の駆動特性図である
。
【図５】図３内のタイミングコントローラを示すブロック構成図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１１０：表示パネル　　　　　　　　　１２０：タイミングコントローラ
　１２１：輝度検出部　　　　　　　　　１２２：加算部
　１２３：平均値算出部　　　　　　　　１２４：ガンマ加重値読出部
　１３０：ガンマ基準電圧発生部　　　　１４０：データ駆動部
　１５０：ゲート駆動部

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図４Ｂ】

【図５】
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